
 
 
11 都市計画の決定手続き 
  

都市計画の決定にあたっては、広域的かつ根幹的な都市計画については主に北海道が定め、そ

れ以外の地域に密着した都市計画は江別市が定めます。都市計画は国や道などの関係機関と協議し、

必要に応じ国土交通大臣または知事の同意等を経て決定します。 

手続きのなかでは住民の方々などの意見を反映できるしくみがあり、都市計画を定める者（道または

市）は案を２週間縦覧しており、住民の方々ほか利害関係のある方は、縦覧最終日までに意見書を提出

することができます。提出された意見書の要旨は、道または市の都市計画審議会に提出され、その審議

において重要な判断資料の一つとなります。 
 

 ◇北海道が定める都市計画 
  道は、市が作成した原案をもとに、必要に応じて公聴会等を開催し、都市計画の案を作成します。次

に道都市計画審議会（幹事会、予備審査）、市の意見聴取などを行い、案の縦覧を行います。その後、

案（意見書が提出された場合はその要旨を添えて）を道都市計画審議会（本審査）に付議し、必要に応

じて国土交通大臣の同意を得て、道が都市計画の決定告示を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

                                                                                              

  ◇江別市が定める都市計画 
  市は、素案を作成し、必要に応じて説明会の開催や個別説明などを行ったうえで、関係行政機関と協

議調整を行い、原案を作成します。次に原案を市都市計画審議会に事前説明し、道に事前協議を行いま

す。その後、案の縦覧を行い、意見書が提出された場合はその要旨を添えて市都市計画審議会に諮問

（付議）し、必要に応じて北海道知事の協議を経て、市が都市計画の決定告示を行います。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                        

 
 
 
 

（北海道が定める都市計画） 

区域区分、道路（高速自動車国道、一般国道または道道の区域を含む）、都市高速鉄道、下水

道（2以上の市町村の区域にわたるもの）など  

（江別市が定める都市計画） 

特別用途地区、高度利用地区、防火地域、準防火地域、地区計画、道路（道が定めるものを除く）、用途地域、 

一団地の住宅施設、公園緑地（面積10ha以上の国や道が設置するものは除く）、第一種市街地再開発事業（3haを 

超える国の機関又は道が施行すると見込まれるものは除く）、ごみ焼却場、火葬場など 
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